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新潟水俣病公式確認 59 年 新潟水俣病の歴史と教訓を伝えるつどい 

 「後世へのメッセージ」 

 

「新潟水俣病の歴史と教訓を伝えるつどい」の開催に当たり、後世に向けたメッセージ

を申し述べさせていただきます。 

 

まず、新潟水俣病によって、かけがえのない命を失われた方々に対し、心から哀悼の意

を表します。 

また、苦しみの中でお亡くなりになられた方々やその御遺族の方々、地域に生じた軋轢

に苦しまれた方々、そして今なおそうした苦しみの中にある方々がおられるという現実を

受け止め、このような悲劇が二度と繰り返されることがないよう、環境行政の推進に全力

で取り組んでいくことをお誓い申し上げます。 

 

この「新潟水俣病の歴史と教訓を伝えるつどい」は、昨年度に引き続き２回目の開催と

なります。このつどいの名称の通り、新潟水俣病をはじめとする公害の歴史と教訓を後世

に伝えていくことは大変重要なことであり、本日の開催に向けて準備を進めてこられた関

係者の皆様の御努力に敬意を表します。 

 

1965 年５月 31 日に新潟水俣病が公式確認されてから、今年で 59 年になります。熊本県

における水俣病が公式確認されたのが、経済白書で「もはや戦後ではない」と宣言された

1956 年であり、新潟水俣病の公式確認はそれから９年後のことになります。当時、高度経

済成長期の中で、この新潟水俣病の発生を防ぐことができなかったという歴史的事実は、

重く受け止めなければならないと考えています。 

こうした我が国の公害の歴史から、私達は、環境への配慮を疎かにすることが健康被害

をはじめとする様々な問題を生じさせること、環境、健康、そして地域のつながりなどは

一度失われてしまうと回復することが容易ではないこと、そして、そうした事態を防ぐた

めには予防的な取組や初動が重要であることなど、様々な教訓を得ることができます。 

本日のような機会を通じ、私達一人一人が公害の歴史に思いを致し、そこからどのよう

な教訓や学びを感じ取り、自らの行動に反映させるかが問われているのではないでしょう

か。 

 

水俣病の発生以降、政府は、関係自治体の皆様や水俣病問題に関わる多くの方々の御協

力をいただきながら、公害健康被害補償法や二度に渡る政治解決による補償・救済、現場

のニーズに応じた医療・福祉の充実、地域の絆の修復を目指す地域づくり・地域振興な

ど、水俣病対策に全力で取り組んでまいりました。 

また、海外に目を向ければ、2013 年に我が国の主導により「水銀に関する水俣条約」が

採択されるなど、世界の水銀対策にも積極的に取り組んできており、現在、148 に及ぶ国

と地域がこの条約を締結するに至っています。 
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そして、来年、2025 年には、新潟水俣病は公式確認 60 年を迎えます。また、その翌年の

2026 年には、熊本県の水俣病が公式確認 70 年となります。私達一人一人が水俣病と向き合

い、また国の内外の多くの方々に水俣病の歴史と教訓に関心を持っていただくため、関係

する皆様とも協力しながら、この節目の年に向けた歩みを進めていきたいと考えていま

す。 

 

環境省の前身である環境庁は、昭和 30 年代頃から水俣病をはじめとする激甚な公害が全

国的な問題となり、一元的に対処する行政主体の設置が必要となったことから、昭和 46

年、1971 年に公害対策行政を一手に担う組織としてスタートしました。 

こうした経緯に鑑み、水俣病をはじめとする公害問題は環境省の原点です。このことを

胸に刻みながら、環境行政に全力で取り組み、豊かな環境を将来世代に引き継いでいくこ

とをお誓い申し上げ、私の後世へのメッセージとさせていただきます。 

 

令和６年５月 31 日 
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